
【参加者内訳】

大学教職員（会員大学） 41

大学教職員（会員大学外） 12

自治体関係者 1

産業界（企業）関係者 6

地域住民 3

学生 0

合計 63

1.回答者について

大学教職員（会員大学） 27

大学教職員（会員大学外） 8

自治体関係者 1

産業界（企業）関係者 3

地域住民 1

学生 0

合計 40

2.公開講座参加理由

テーマに関心があったから 30

登壇者または講演内容に関心があったから 4

最新情報を知りたかったから 3

業務の必要性から 2

その他 1

【その他と回答】

・新聞に宣伝が載っていた

3.公開講座の内容について

参考になった 35

参考にならなかった 4

どちらでもない 1

4.公開講座の満足度について

満足 18

概ね満足 19

満足できない点があった 3

不満 0

大阪府内地域連携プラットフォーム　第１回　公開講座(2020年10月15日開催）

参加者アンケート集計結果

回答者数40名/参加者数63名　回収率63.5％
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5.公開講座の開催曜日・時間帯について

適切であった 38

適切でなかった 2

その他 0

6.報告会の開催時間（長さ）について

適切であった 38

適切でなかった 2

その他 0

7.オンラインでの開催について

参加しやすかった 37

参集型の方が良かった 1

どちらともいえない 1

その他 1

【その他と回答】

参集型の方が良かったがこの状況下ではオンラインが適切と思います。

・講師の方から「日本のインターンシップには設計がない。報酬のないアルバイトになっている。人材育成力の向上等、受け入れる
企業側のメリットを明確に打ち出していく必要がある」という旨の発言がありましたが重要なご指摘だと感じました。また、例え
ば、学生さんにベンチャー企業へオンラインインターンシップをしていただいて事業構想を練ってもらうようなことをすれば双方に
メリットが生まれるような気もしました。

・コロナ禍でなければ進まなかった事業もあると思います。ネガティブにばかり捉えないで前向きに活動しておられることに少し安
心すると同時に柔軟な考え方を参考にさせていただきたいと感じました。

・オンラインという機会に恵まれ、普段知れない都会の状況が聞けて、勉強になりました。コロナ禍において、お世話になっている
地域の状況を伺いつつ、できることを模索した半年でした。地域や学生、また私たち教職員もオンラインを使った活動について、
もっと知らねばと痛感した時間でした。ありがとうございました。

・他地方の大学から参加をいたしました。地方も大学規模も異なりますので、同じことを実践するのはなかなか難しいと感じまし
た。しかし、とても先進的な事例に取り組まれていると感じましたので、いずれそうなったら良いなと、今後の参考にさせていただ
きたいと存じます。このような機会を設けていただき感謝申し上げます。

・本日はありがとうございました。コロナ禍の中、進んでいる新たな事例を紹介いただき大変参考になりました。学生のためにも取
り残されないように、新しい情報を得ることの大切さを痛感いたしました。

・学問としての連携は難しいと感じた。

・オンラインでの公開講座であったが、予想以上に参加し易く内容もよく理解できました。

・非常に勉強になりました。また、改めていろいろ考える機会になりました。

・ご講演の質疑応答を通じて、コロナ禍でオンラインコミュニケーションが発達し、地域とつながりやすくなった一方で、オンライ
ンリテラシーの課題もあり、それをバックグラウンド人材を活用することで、双方にとっての新しい価値が創造できる可能性も見出
すことができ、大変参考になりました。

・様々な事例に基づきご説明いただき、わかりやすく勉強になりました。ありがとうございました。

・ICTの利活用をすることで教育改革や働き方改革だけでなく、地域の企業と大学が協力して、学生がオンラインでも実践的な学び
を得られる環境を作られており、貴重なお話を聞くことができたと感じます。

8.公開講座についての意見、感想

・普段、岡山では知ることができなかった情報に触れることができ、オンラインのメリットを感じています。これからもよろしくお
願いします。
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・コロナ禍における課題解決型授業の取り組み例

・大学経営におけるDX戦略についての講座がありましたら参加してみたいです。

・Zoom形式は、業務中に自席より参加できるので大変有難かったです。先生方のお話、プレゼンテーションに集中できました。

・事例を混ぜながらのご説明が分かりやすかったです。

8.公開講座において興味・関心のあるテーマ

・大学職員の在り方について

・大学にとって今後コロナウイルスとどのように向かっていくべきなのか、様々な分野の専門家の意見を聞いてみたいです。

・講座については、コンソさんでご用意されたであろう司会の方の説明シナリオ（開会、閉会の挨拶も）が完璧でしたので、全体的
な流れも非常にスムーズで、とても聞きやすかったです。講師の方も非常に具体的な説明でしたので、有意義な時間でした。ご準備
大変お疲れ様でした、ありがとうございました。

・実例を交えた大変参考になるお話を聞かせて頂きました。うちでは無理かなと思いながら聞き始めたトピックでも、そういう考え
方・方法もあるのかと思わせる切り口の提案があったりしてとても新鮮でした。気持ちを切り替えて受け止めると一転して前向きに
捉えられたりと、内を向いて仕事をしているとなかなか得られない思考が得られ、とても有意義な時間となりました。ありがとうご
ざいました。

・産学連携、Society5.0いう話があまりなかった。

・引き続き「Withコロナ時代」のソリューションで多様なテーマを取り上げていただきたいと思います。


